
様式第３号（第４条関係）                       

                                    第 ３０５ 号 

令和８年２月１２日   

丹波篠山市教育長 様 

丹波篠山市立大山小学校・幼稚園 

 校園長 山本 真  

学校運営協議会について、次のとおり報告いたします。 

第 ３ 回 大山幼・小学校運営協議会実施報告書 

１ 学校運営協議会の開催について 

（１）開催日時  令和８年２月５日(木) １５時００分～１６時１５分 

（２）開催場所  大山小学校 ふれあい館 

２ 出席した学校運営協議会委員の氏名・所属等及び出席状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏  名 所属等 出欠 氏  名 所属等 出欠  

 

 

 

 

 

 

 

岡田 康則 大山郷づくり協議会会長 ○ 赤井 英和 幼・小ＰＴＡ会長 ○ 

平野 恵子 学職経験者（元栄養教諭） ○ 山本  真 大山小・幼 校園長 ○ 

井上 秀子 各種学校等勤務経験者 〇 髙橋  亮 大山小・幼 教頭 ○ 

中澤 吉富 大山地区自治会長会会長 〇 村岡 直美 大山小学校 主幹教諭 ○ 

伊勢 隆雄 大山振興会代表理事 ○ 島田 美和 大山小学校 主幹教諭 ○ 

西垣 重夫 地域コーディネーター ○ 秋山紗世子 大山幼稚園 主任教諭 ○ 

片岡 正子 大山愛育の会 ○ 田中 智也 大山小学校 学校主査 ○ 

長澤 清美 民生委員児童委員 ○    
 
３ 傍聴人数（０）人 
 
４ 議題及び会議の公開又は非公開の別 

主な協議事項及び主な意見内容（審議の概要）（公開） 
 

（１）報告事項（公開） 
  ①本年度の教育活動について（現時点までの総括） 
  ②学校評価について（幼・小それぞれの調査の概要や分析について） 
  ③学校運営上の諸課題について（次年度以降の園児・児童数の変化、複式学級の見通しについて） 
 
（２）協議事項（公開）※グループ別の話し合い（学校評価への意見、各サポート事業の総括等） 
  ①あいさつ促進サポート 
  ②地域活性化サポート 
  ③学びサポート 
  ④安心安全・環境美化サポート 
 
（３）主な意見内容 
・ふるさと学習：大人が率先して山や自然に関わり、地域の魅力を次世代へ継承する姿勢が重要であ
る。 

・読書習慣の確立：ＩＣＴ活用と心身の成長を両立させ、学校での読書時間確保や図書館活用を推進
する。大人の活字離れ解消も課題。 

・自己肯定感の育成：安心して主体的に学べる環境を整え、多様な体験を通じて自信といじめを跳ね
返す力を育む。 

・挨拶の励行：地域との繋がりをさらに創出し、自発的に元気な挨拶ができる豊かな人間関係を育て
る。 

・登下校の在り方：集団登校による社会性の育成を重視。過度な車送迎を控え、規則正しい生活習慣と
準備を啓発する。 

 
５ 会議資料の名称 
・レジュメ        ・スクールプラン及び各種計画書等 
・大山幼・小学校評価資料 ・大山地区園児児童数一覧表 

 
６ 今後の予定及び方向性 
  ・次年度の組織作り及び引継等を確実にしていく。 
 ・地域の方の参画や協力を得て、学校運営協議会の取組を整理し、今後もふるさとキャリア教育の充

実や地域ぐるみで子どもたちの教育に関わる活動を目指していく 
 
７ 次回開催予定 
 (1) 開催日時  令和８年５月２１日(木) １０時３０分～１２時００分 (変更の場合有り) 

(2) 開催場所  大山小学校 ふれあい館 



 


